
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  飲食交際費の判定 

Ｑ：交際費等の対象とならない１人当たり

5,000円以下の飲食交際費の金額判定はどの

ようにすればいいのですか？  

 

Ａ：飲食費の総額を単純にその飲食等に参

加した人数で除して計算した金額で判定しま

す。 

【解説】 

交際費課税では、1人当たり5,000円以下の

一定の飲食費は所定の書類の保存要件が付さ

れた上でその対象から除外することとされて

います。 

この場合の1人当たりの飲食費の計算に当

たっては、個々の得意先等が飲食店等におい

てそれぞれどの程度の飲食等を実際に行った

かどうかにかかわらず、飲食費の総額を単純

に当該飲食等に参加した人数で除して計算し

た金額で判定することとなります（すなわち、

例えば、得意先Ａ氏が6,000円・Ｂ氏が5,500

円・Ｃ氏が5,000円の飲食等を行うとともに、

自己の従業員3名がそれぞれ4,000円の飲食等

を行い、総額28,500円を支出した場合におい

ては、Ａ氏の6,000円・Ｂ氏の5,500円に着目

して、その2人分だけが5,000円以下の費用と

ならないと判定するのではなく、支出総額を

ベースに28,500円÷6人＝4,750円で1人当た

り5,000円以下の費用であることの判定を行

います。）。なお、1人当たりの金額が5,000

円を超える場合は、その費用のうちその超え

る部分だけが交際費等に該当するというので

はなく、その費用のすべてが交際費等に該当

することになりますので注意してください。 
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